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【はじめに】本学医療福祉学科に入学してくる学生のほとんどは，将来，人を援助・サポートする仕事に就きたいと考えている。その理由として，今までに自分自身が人を援助・サポートした経験がある，逆に援助・サポートされた経験がある。父母が福祉関係の仕事をしているなど様々考えられる。また，福祉学科の学生は，他学科の学生に比べ，これらに対する意識が非常に高いのではないかと考えられる。

　人を援助・サポートするという行動の一つとして，ボランティア活動が考えられる。西川1)は，ボランティア活動とは，営利目的でない，自発性に行われた，他者へのかかわりを強める活動と定義している。

　ボランティア活動は他者を援助・サポートする活動であるが，活動することにより，自己への影響が非常に大きいと言われている。高木ら2)は，ボランティア活動を実施することにより，自己の認知を再構築することができたという認識変化，能力が鍛えられたという自己変革があったと報告している。すなわち，ボランティア活動は他者だけでなく自己の成長に大きな役割をなす活動の一環として捉えられる。

将来，学生が福祉関係の仕事に就くことを考えると，他者を援助・サポートし，自己成長につながるというボランティア活動は学生にとっては貴重且つ有意な経験になり，欠かすことができない活動と思われる。

　本研究は，医療福祉学を専攻している1年生を対象としてボランティア活動を課し，課題ボランティアを経験することによって，学生が何を獲得し，学生にどのような変化があるのか。またその変化は学生の心理的特性と関係があるのかを調査し，学生のボランティア活動に対する今後の指導や援助の一考察としたい。

　本来，ボランティア活動は自主的に実施するものであるが，本調査は自主的ではなく夏期休暇中の課題として，主に福祉施設におけるボランティア活動を3日間実施した。

【方法】

1. 調査対象：医療福祉学科1年生74名（男子41名，女子33名）但し，解答のあった者のみを対象とした。2. 調査時期：事前調査は7月中旬，事後調査は9月下旬に実施した。
3. 調査方法：事前調査は心理学の前期最終講義時に，事後調査は心理学の後期第1回目の講義時に実施した。講義時に質問紙を集団場面で配布し，調査の概要や協力の依頼を口頭で述べた後，質問紙への記入を開始させ，記入終了後回収した。

質問紙の構成：事前調査は性別，ボランテイア活動に関する項目，自尊感情尺度，社会的スキル尺度，事後調査は性別，ボランテイア活動に関する項目，自尊感情尺度を実施した。　

（1）ボランテイア活動に関する項目: 事前調査は，①ボランティア活動の経験の有無，②ボランティア活動に対する意欲度（5段階評定）（以下＜意欲度＞とする），③ボランティア活動に望むこと（自由記述）を実施した。事後調査は，①ボランティア活動をして獲得したこと（自由記述），②ボランティア活動の満足度（7段階評定）（以下＜満足度＞とする）③今後のボランティア活動への意欲（5段階評定）（以下＜後意欲度＞とする）を実施した。（2）自尊感情尺度: ローゼンバーグが作成した自尊感情尺度の10項目を邦訳したものを用いた3)。5段階評定で回答を求めた。事後調査も同様の質問紙を実施した。（3）社会的スキル尺度:　菊池4)が作成した18項目のち9項目目と12項目目の「仕事」のところを「仕事または学習」という言葉に変更して用いた。5段階評定で回答を求めた。下位尺度は，①初歩的なスキル，②高度なスキル，③感情処理のスキル，④攻撃に代わるスキル，⑤ストレスを処理するスキル，⑥計画のスキルである。（以下下位尺度は番号で記す）

【結果・考察】

1 ボランティア経験の有無

ボランティア活動経験の有無の結果を表1に示した。　福祉施設（老人施設，障害者施設）においてボランティア経験のある学生は20名（27％）で，男子11名（27％），女子9名（27％）であった。

	表1　ボランティア経験者の人数

	
	経験有人数（％）
	経験無人数（％）

	男子41名
	14名（34％）
	27名（66％）

	女子33名
	20名（61％）
	13名（39％）

	全体74名
	34名（46％）
	40名（54％）


　ボランティア経験は男子より女子の方が非常に多いが，福祉施設でのボランティア経験になると男女とも同じ割合であった。
2 課題ボランティアに対する意欲度，今後のボランティアに対する意欲度，満足度得点

＜意欲度＞平均得点と＜後意欲度＞平均得点を比較した結果，有意差が認められた。（表2）
	表2<前意欲度><後意欲度>の平均得点（SD）N=74 ***p<0.01


	＜前意欲度＞
	＜後意欲度＞
	ｔ値

	3.73(0.91)
	4.05(0.96)
	3.24 ***

	表3性差による<前意欲度><後意欲度><満足度>の平均得点（SD） *p<0.10

	
	男　子　N=41
	女　子  N=33
	ｔ値

	＜前意欲度＞
	3.59(0.92)
	3.91(0.88)
	n.s.

	＜後意欲度＞
	3.88(1.01)
	4.27(0.88)
	1.80 *

	＜満足度＞
	4.68(1.51)
	4.55(1.46)
	n.s.


＜意欲度＞平均得点，＜後意欲度＞平均得点，＜満足度＞平均得点を性差により比較した結果，＜後意欲度＞だけ，有意傾向が認められ，その他は有意差が認められなかった。（表3）
＜意欲度＞平均得点，＜後意欲度＞平均得点，＜満足度＞平均得点をボランティア経験の有無により比較した結果，すべて有意差が認められなかった。（表4）
	表4　経験有無による<前意欲度><後意欲度><満足度>の平均得点（SD）

	
	経験有　N=34
	経験無  N=40
	ｔ値

	＜前意欲度＞
	3.71(0.84)
	3.75(0.98)
	n.s.

	＜後意欲度＞
	4.18(0.83)
	3.95(1.06)
	n.s.

	＜満足度＞
	4.53(1.62)
	4.70(1.36)
	n.s.


　上記結果より，ボランティア経験前より後の方が，ボランティアに対する意欲度が向上していることから，学生はボランティアを経験する前は，福祉というものをあまり理解していなかったが，ボランティアを経験したことによって福祉に対する興味や知識，もっと色々なことを学習したいと感じたのではないかと考えられる。

　ボランティア経験後，男子より女子の方が意欲度は高いが，ボランティアを以前に経験している学生としていない学生の意欲度の差はなかった。また，ボランティアに対する満足度も同様であったことから，この調査では女子の方が今後もっとボランティアに参加したいと考えているが，経験差によるボランティアに対する意欲度や満足度に差はないと考えられる。
3 課題ボランティアに対して期待すること: 自由記述した文章を次の5カテゴリーに分類した。

	カテゴリー
	記　述　文　章

	①施設に対する理解
	1) 実際の福祉現場を体験したい

2) 福祉とはどういうものか知りたい

3) 仕事の内容を知りたい

	②利用者との関わり
	1) 利用者とのコミュニケーションのとり方を学習したい

2) 利用と仲良くなりたい

3) 利用者の生活の様子を知りたい

	③施設で働く人との関わり
	1) 介護技術など専門的なことを教わりたい

2) 様々な話しを聞きたい

	④自分自身の変化
	1) 自分自身が福祉の仕事に向いているか知りたい

2) 自分自身が福祉の仕事をどれだけできるか知りたい

3) 将来福祉の仕事に就くのでそれに結びつく体験をしたい

4) 障害者に対する自分の考え方，見方を変えたい

5) 自分にできることできないことを知りたい

6) 理想と現実の相違を知りたい

	⑤ボランティアに関して
	1) ボランティアを楽しくやりたい

2) ボランティアとはどういうものか知りたい

3) ボランティア精神を養いたい

4) ボランティアをすることによって役に立ちたし，自信にしたい

5) ボランティアの知識を向上させたい

6) 次にボランティアしたくなるようにがんばりたい


4 課題ボランティアを経験して獲得したこと

自由記述した文章を次の5カテゴリーに分類し，②③に対してはさらに3つに細分化した。

	　カテゴリー
	記　述　文　章

	①施設に対する理解
	1) 福祉現場の雰囲気が理解できたこと

	②利用者との関わり

(1) 接し方
(2) 介護技術

(3)内的なこと
	1) コミュニケーションのとり方

2) 会話をするときの目線の位置

3) 会話をするときの話しを聴く姿勢

4) 会話をするときの笑顔の大切さ

5) 教えることの難しさ

6) 生き生きと接すること

1) 車椅子の操作方法

2) 食事，排泄方法

3) ひげそり方法

1) 思いやる気持ち

2) 気配り

3) 心の余裕

4) 気持ち，考え方の理解

	③施設で働く人との関わり

(1)接し方

(2)介護技術

(3)内的なこと
	1)　コミュニケーションのとり方

2)　会話をするときの目線の位置

3)　会話をするときの話しを聴く姿勢

4)　会話をするときの笑顔の大切さ

5)　教えることの難しさ

6)　生き生きと接すること

1)　車椅子の操作方法

2)　食事，排泄方法

3) ひげそり方法

1)　思いやる気持ち

2)　気配り

	④自分自身の変化
	1)　自分自身に対する自信

2) 自分自身を見つめなおせたこと

3) がんばることのすばらしさ

4) 自分が持っていたイメージとは違ったこと

5) 積極的に行動すること

6) まわりへの観察力

7) 様々なことに興味をもつこと

8) 忍耐力，判断力

9) 自分自身の甘さ，無力さ

	⑤ボランティアに関して
	1)　ボランティアということが理解できたこと


　事前調査による課題ボランティアに期待することと事後調査による課題ボランティアを経験して獲得したことを比較すると，課題ボランティアを経験し，利用者・施設で生活する人や施設で働く人との関わりの中で学習して獲得したこと，またそれにより何らかの変容があったことが明らかになった。具体的に，利用者・施設で生活する人と施設で働く人から，コミュニケーションのとり方，介護技術，心理的な援助方法などを学習して獲得することができ，それにより自己を見つめ，自分自身に対する自信や今後の課題，将来の職業に対する意欲も獲得することができたと思われる。

5 事前調査，事後調査による自尊感情の変化

事前事後の自尊感情尺度の差を検討した結果，事前平均得点（SD）は28.82（5.71），事後平均得点（SD）は29.47（6.27）で有意差は認められなかった。性別に分けて検討した結果，男子の事前平均得点（SD）は29.02（6.59），事後平均得点（SD）は29.78（5.20）で，女子の事前平均得点（SD）は28.53（5.94），事後平均得点（SD）は29.06（6.35）であった。男女とも有意差は認められなかった。

　この調査では，有意差は認められなかったが，事前得点より事後得点の方が若干ではあるが上昇したことから，より長い期間，または繰り返しボランティア活動を経験することができたならば，自尊感情得点が向上し，自己に対する評価感情が高まったのではないかと考えられる。

6 課題ボランティアに関する項目，自尊感情と社会的スキルの関係

社会的スキルの平均得点（SD）は53.88（9.63）であった。下位尺度①8.99（2.77），②9.62，③9.00（1.92），④9.21（1.96），⑤8.82（2.08），⑥8.25（2.22）であった。

課題ボランティアに関する項目＜意欲度＞＜後意欲度＞＜満足度＞，事前事後の自尊感情と社会的スキルにどのような関係があるのかを調査するため，＜意欲度＞＜後意欲度＞＜満足度＞の得点，事前事後の自尊感情尺度得点と社会的スキル尺度得点の相関関係を求めた。

結果，社会的スキルと＜意欲度＞（r=0.23,p<0.05），＜満足度＞（r=0.31,p<0.01），事前自尊感情（r=0.39,p<0.01），事後自尊感情（r=0.35,p<0.01）との間に正の相関が得られた（以下＜前自尊＞＜後自尊＞とする）。社会的スキル下位尺度との相関関係を求めた結果を表5に示した。＜意欲度＞と①の間に，＜満足度＞と①②⑤の間に，＜前自尊＞と①②③⑥の間に，＜後自尊＞と①③④⑥の間に正の相関関係が得られた。

社会的スキルを獲得している学生ほど事前の意欲度，満足度，自尊感情が高いことが明らかになった。すなわち，対人場面において適切かつ効果的にコミュニケートできる人ほど事前のモチベーションも高く，実際に福祉現場で対人関係をうまく保つことができたと考えられるため満足度が高かったと考えられる。また，それに伴い自己に対する評価感情も高かったと考えられる。

初歩的なスキルのある学生は，初対面の人に対するコミュニケーションをうまく保てるため，事前の意欲度，満足度，自己への評価感情が高かったといえよう。高度なスキルのある学生は，ある程度他者と関係ができた後の行動が円滑にできるため，満足度，自己への評価感情が高かったといえよう。感情処理のスキルのある学生は，自分の感情をうまく他者に伝えることができ，攻撃に代わるスキルのある学生は，他者をうまく援助したり，トラブルを処理することができ，計画のスキルのある学生は，先の見通しをもって行動することができるため，自己への評価感情が高かったといえよう。ストレスを処理するスキルのある学生は，他者からのストレスに対応できるため，満足度が高かったといえよう。　　　　　　　　　　　　　　

【まとめ】　
本研究により以下の点が明らかになった。1）課題ボランティアを実施する前より後の方が，ボランティアに対する意欲が高くなった。2）ボランティア実施後，今後のボランティアに対する意欲は女子の方が若干高かった。3）ボランティア実施前と実施後の自尊感情の変化は若干実施後の方が高かった。4）ボランティア活動を実施することにより，学生はコミュニケーションのとり方，介護技術，自己認知・自己成長を獲得することができた。5）社会的スキルとボランティアに対する意欲度や満足度，また自尊感情との間に相関関係がみられた。

調査対象が1年生であったため，初体験である事柄が多くあったが，3日間の課題ボランティアを経験することにより，大部分の学生はその現場におけるスキルを獲得することができ，また自己を成長させるボランティア活動になったのではないかと考えられる。しかし，ボランティア経験有無による意欲度や満足度の差，事前事後の自尊感情の差は認められなかった。

今後，学生は机上による福祉学習と平行して，ボランティア活動を繰り返し経験することによって，さらに多くの利用者や施設で働く人と接し，その結果，福祉施設に対する知識や有効なスキルを獲得できるのではないかと考えられる。今後，ボランティア活動を実施する本学学生に対して，有用な活動になるように本研究結果を考慮にいれた指導や援助を実施していきたい。
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表5　<意欲度><満足度><後意欲度><尊感情と社会的スキル下位尺度の相関関係


　　　　　＜意欲度＞　＜満足度＞　＜後意欲度＞　＜前自尊＞　＜後自尊＞　


　    　①　 0.34**      0.29*        0.20         0.28*       0.27*   


　    　②   0.11        0.29*        0.10         0.26*       0.19     


　    　③   0.10        0.19       －0.01         0.41**      0.34**  


　    　④   0.10        0.14         0.10         0.23        0.29*   


　    　⑤   0.19        0.25*        0.01         0.16        0.09   


　    　⑥   0.13        0.19         0.08         0.39**      0.37**   


　　　　                   　**p < 0.01,  *p < 0.05　　　　　　　　　　　　　
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